
『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
は
「
源
氏
五
十
四
帖
」
に
な
ぞ
ら
え
て
以
下
の
吉
原
の
遊
女
五
十
四
名
を
評
判
し
た
遊
女
評
判
記
で
あ
る
。
現
圧

伝
わ
る
写
本
は
五
十
一
丁
か
ら
な
り
、
「
浅
茅
の
尼
」
の
序
文
、
続
い
て
以
下
の
遊
女
の
評
判
が
並
ぶ
。

花
紫
・
薄
雲
・
八
重
霧
・
も
ろ
こ
し
・
小
む
ら
さ
き
・
小
和
泉
・
小
さ
つ
ま
・
つ
し
ま
・
小
も
ん
と
・
桂
・
志
賀
さ
き
・
鹿
背
山
・
巌
・

小
わ
か
さ
・
せ
き
し
ゆ
・
み
ゆ
き
・
は
つ
れ
・
小
宰
相
・
西
尾
・
よ
し
野
・
三
よ
し
・
坂
く
ら
・
松
か
え
。
つ
れ
よ
・
清
原
・
左
門
．
も

し
ほ
・
若
紫
・
情
は
し
・
む
め
か
え
・
さ
く
ら
木
・
三
笠
・
小
ふ
し
・
た
ん
し
ゆ
・
せ
い
し
ゆ
・
浅
妻
・
藤
浪
・
せ
き
し
ゆ
・
は
っ
野
・

花
か
つ
ら
・
玉
井
・
万
太
夫
．
か
く
山
・
篠
崎
・
坂
川
・
津
川
・
よ
し
田
・
う
き
鴫
・
江
口
・
花
里
・
八
し
ほ
・
た
ん
こ
・
玉
か
つ
ら

こ
の
ほ
か
「
源
氏
之
外
栄
花
物
語
之
列
」
と
し
て
五
十
一
名
の
遊
女
の
名
を
挙
げ
、
最
後
に
「
正
月
晦
日
相
定
」
と
「
四
国
太
郎
」
在
判
の
五

調
査
報
告
三
十

成
立
は
奥
書
か
ら
貞
享
四
年
、
作
者
は
宝
井
其
角
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
野
間
光
辰
に
よ
る
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
、
及
び
未

刊
文
芸
資
料
『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
（
第
三
期
第
三
回
、
古
典
文
庫
、
昭
和
二
十
八
年
六
月
）
の
吉
田
幸
一
に
よ
る
解
題
が
詳
し
い
。

こ
の
ほ
か
「
源
氏
之
外
坪

箇
条
の
起
請
文
が
載
る
。

『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
解
題

佐
藤

悟
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三十吉原源氏五十四君

『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
の
原
本
は
現
在
伝
わ
ら
ず
、
転
写
本
が
数
点
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
種
彦
が
天
保
十
年
に
筆
写
し
た

も
の
を
祖
本
と
し
て
い
る
。
種
彦
は
奥
書
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

此
書
三
十
年
前
古
談
州
楼
に
て
は
し
め
て
見
た
り
原
本
は
三
谷
と
や
ら
ん
に
あ
る
よ
し
と
間
り
い
ま
友
人
の
蔵
せ
る
本
を
見
る
に
三
転
四

転
の
物
な
る
べ
け
れ
ど
す
こ
し
は
其
角
の
書
体
の
残
り
て
見
ゆ
る
が
ゆ
か
し
さ
に
自
す
ぎ
う
つ
し
に
し
た
る
は
天
保
十
年
己
亥
の
春
な
り

画
は
こ
と
さ
ら
に
意
な
き
人
の
う
つ
し
お
き
し
な
れ
は
あ
や
し
く
見
わ
け
か
た
き
と
こ
ろ
も
お
ほ
か
り
画
人
の
名
は
載
さ
れ
と
も
師
宣
な

原
本
が
あ
っ
た
と
い
う
「
三
谷
」
は
吉
原
で
は
な
く
、
幕
府
の
御
用
達
で
あ
っ
た
三
谷
三
九
郎
か
そ
の
一
族
で
あ
ろ
う
。
種
彦
は
『
柳
亭
筆
記

（
脱
漏
）
』
の
「
女
合
羽
」
の
項
に
、
三
谷
家
の
女
は
雨
中
で
も
合
羽
を
着
用
せ
ず
、
浴
衣
を
上
に
繩
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
「
古
談
洲

楼
」
と
い
う
の
は
初
代
烏
亭
焉
馬
の
こ
と
で
、
種
彦
は
一
時
焉
馬
の
門
人
を
称
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
原
本
と
同
様
に
種
彦
が
焉
馬
に
見
せ

ら
れ
た
写
本
も
、
種
彦
の
友
人
が
所
持
し
て
い
た
写
本
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
の
原
本
が
版
本
か
写
本
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
は
写
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
種
彦
自
身
は
原
本
を
見
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
種
彦
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
高
尾
年
代
記
』
に
は
「
印
本
」
と
記
し
て
い
る

の
で
版
本
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
『
吉
原
書
籍
目
録
』
（
新
群
書
類
従
本
）
に
は

さ
ら
に
翌
天
保
十
一
年
八
月
二
十
四
日
に
談
洲
楼
所
持
の
本
に
再
び
巡
り
会
い
、
校
訂
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
次
の
識
語
か
ら
知
ら
れ
る
。

天
保
庚
子
秋
八
念
四
日
三
十
年
前
談
洲
楼
に
て
見
た
る
本
に
再
度
め
く
り
あ
ひ
写
誤
を
改
め
し
○
は
そ
の
本
の
印
原
本
と
い
へ
る
も

画
は
こ
と
さ
ら
に
意

る
よ
し
談
州
の
話
也

同
本
の
事
な
り

柳
亭
種
彦〉

へ
る
も

（
団
ウ
）

（
副
ウ
）
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吉
原
源
氏
五
十
四
君
一
冊
貞
享
四
年

菱
川
画
名
な
し
其
角
自
筆
耕

西
鶴
が
『
一
代
男
』
『
二
代
男
』
の
作
振
り
に
な
ら
ひ
て
書
き
し
ゆ
ゑ
、
常
の
俳
文
と
は
異
な
り
、
其
角
が
筆
の
自
在
を
見
つ
く
し
。

貞
享
四
卯
年
其
角
と
奥
に
あ
り
、
末
に
起
請
文
を
出
し
て
四
国
太
郎
と
あ
り
。

と
記
す
だ
け
で
、
い
づ
れ
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

現
存
す
る
『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
は
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
・
国
立
国
会
図
書
館
・
京
都
大
学
頴
原
文
庫
・
東
北
大
学
狩
野
文
庫
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
岩
瀬
文
庫
本
は
種
彦
の
門
人
笠
亭
仙
果
が
種
彦
本
を
書
写
し
た
も
の
で
、
他
の
諸
本
は
ゑ
な
仙
果
本
を
さ
ら
に
転
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
笠
亭
仙
果
は
天
保
十
三
年
七
月
二
十
八
日
に
種
彦
本
を
書
写
し
て
い
る
。
種
彦
は
七
月
十
九
日
に
没
し
て
い
る
の
で
、
種
彦
の

死
の
直
前
に
借
り
だ
し
て
筆
写
し
た
こ
と
が
判
る
。

実
践
本
は
仙
果
本
と
は
異
な
り
、
種
彦
の
筆
跡
を
忠
実
に
臨
模
し
、
特
に
挿
絵
に
関
し
て
は
種
彦
本
の
面
影
を
偲
ば
せ
る
も
の
が
あ
る
な

ど
、
現
存
す
る
本
の
中
で
は
最
も
優
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
た
だ
実
践
本
が
い
つ
制
作
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は

種
彦
本
が
ど
の
様
な
運
命
を
辿
っ
た
か
を
考
え
て
承
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
頴
原
文
庫
本
に
は
「
柏
原
徳
」
と
い
う
本
屋
の
由
来
書
が
附
せ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

去
る
明
治
八
九
年
の
頃
大
伝
馬
町
丁
字
屋
の
本
店
勝
田
氏
よ
り
珍
籍
を
ニ
タ
車
浅
草
蔵
前
の
万
直
、
本
半
両
氏
買
受
此
全
部
悉
く
関
根
氏

の
蔵
書
と
成
し
も
其
後
如
何
に
成
候
や
此
時
の
本
は
柳
亭
翁
書
入
に
し
て
滝
沢
文
庫
の
蔵
印
有
害
中
七
八
ヶ
所
曲
亭
馬
琴
翁
の
訂
正
あ
り

こ
れ
に
よ
れ
ば
種
彦
の
没
後
、
種
彦
本
は
曲
亭
馬
琴
の
手
を
経
た
後
、
勝
田
氏
（
三
題
咄
の
興
笑
連
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
春
廼
屋
幾
久
で
あ

ろ
う
）
に
渡
り
、
さ
ら
に
関
根
至
誠
の
蔵
書
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

し
の
朶
他
に
書
入
等
な
し
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吉原源氏五十四君三十

『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
書
誌

写
本
。
一
冊
。
縦
二
七
・
五
糎
、
横
一
九
・
○
糎
。

丁
数
五
十
丁
。
但
し
第
一
丁
を
欠
き
、
第
二
十
五
丁
が
乱
丁
。
第
一
丁
表
は
他
本
か
ら
類
推
す
る
に
、
「
吉
原
源
氏
五
十
四
君
」
と
題
名
を

打
付
書
き
に
し
て
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
裏
に
は
次
の
よ
う
な
浅
茅
の
尼
の
序
文
の
前
半
が
記
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。

実
践
本
は
昭
和
四
十
七
年
の
三
都
古
典
連
合
会
大
入
札
会
で
出
品
（
目
録
番
号
八
四
二
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
戦
前
古
書
犀
浅
倉
屋
（
文

淵
閣
）
に
保
存
さ
れ
て
い
た
（
鈴
木
重
三
氏
談
話
）
と
い
う
。
同
様
の
体
裁
の
本
が
都
立
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
吉
田

文
積
翁
（
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
二
日
没
）
の
も
と
で
浅
倉
屋
の
筆
耕
を
務
め
て
い
た
島
田
左
内
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
も
の
（
森
銑
三
氏
談

話
）
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
実
践
本
は
明
治
期
に
浅
倉
屋
の
手
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

大
正
十
四
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
版
画
礼
讃
』
（
稀
書
複
製
会
編
纂
）
に
「
ほ
ん
の
お
は
な
し
」
を
発
表
し
た
三
村
竹
渭
は
そ
の
中
で
表
紙

に
つ
い
て
触
れ
、
「
今
も
文
淵
閣
は
丹
表
紙
を
用
ひ
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
傍
証
に
な
ろ
う
。

ま
た
挿
絵
の
画
工
で
あ
る
が
、
菱
川
師
宣
画
と
し
た
の
は
烏
亭
焉
馬
で
あ
っ
て
、
根
拠
は
な
い
。

虚
を
実
に
見
す
る
は
凡
夫

三
千
人
に
式
部
ひ
と
り
欺
也

ま
こ
と
を
い
ふ
て
う
そ
つ
き
に

な
る
事
つ
た
な
き
か
ゆ
へ
な
り
と

歯
か
承
を
な
せ
と
も
是
非
な
し

ち
よ
と
か
そ
へ
た
れ
は
五
十
四
人

1qq
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『
吉
原
源
氏
五
十
四
君
』
は
国
会
本
を
底
本
と
し
て
続
燕
石
十
種
に
、
願
原
本
を
底
本
に
未
刊
文
芸
資
料
に
活
字
化
さ
れ
、
影
印
版
が
国
会

本
を
底
本
と
し
て
近
世
文
学
資
料
類
従
『
遊
女
評
判
記
集
（
下
）
』
（
小
川
武
彦
解
題
、
勉
誠
社
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
）
に
所
収
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
珍
書
保
存
会
に
よ
り
謄
写
複
製
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
底
本
は
不
明
で
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
東
京
帝
国
大
学
所
蔵
旧
泗
竹
文
庫

本
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
状
況
の
も
と
で
実
践
本
を
写
真
版
に
よ
り
紹
介
す
る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

書
の
名
こ
と
，
ノ
ー
敷
に
よ
っ
て

備
考
柳
亭
種
彦
に
よ
る
朱
・
墨
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
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吉原源氏五十四君三十

（
淵
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）
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Ⅱ

‐

‐

‐

開

‐

Ｈ

‐

咄

＃

‐

Ⅱ

巾

脚

中

Ⅱ
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叱
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冒
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冒
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冒
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冒

『

‐

‐

宮

‐

■

‐

‐

■

Ｌ

宮

口

‐

‐

‐

‐

ワ

ワ

‐
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Ｍ

‐
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Ⅱ

‐

兇

‐

‐

‐

開

‐

‐

‐

開

‐

‐

‐

‐

‐

開

‐

Ⅱ

‐

開

‐

Ⅱ

‐

開

‐

‐

‐

Ⅱ

‐

Ｈ

‐

Ⅱ

‐

１

淵

‐

甲

州

‐

開

削

科

…
瑚
牛
Ｍ
・
計
心
凸
．

‐
封
・
『
■
甥
必
罰

無
一
小
『
轆
辨

巽

尚

・

開

＃

叩

亘

‐

、

高

宮

守

斗

亘

閉

・

可

，

稗
壗
淫
涜
捜

詳

冒

‐

■

‐

ｂ

‐

宮

‐

必

守

''''1'ヒロ''''1'H'1'E･''''1'

（
Ｈ
い
四

・
届
斗
）

－147－



蕊
:鯉

へ蕊,
ｰ溌

仁･猟
：』1,1閑

､守輔
聯

。：』『:￥

－轆

埠驚
斗霞
曹蕊
：|:受

蕊
1群

:罐
；職
：朧

ilFl2二

』潅
錨

：職
:i鞠
:‐;
■''L4’

雲
鐙
:涛

鰯
11：鶉
溌
l鰯
jI詠
|購一
'1屯■I

臘
綣

驚
織冒

騒
凄
韓

i鼠
'謎，卦

競：
,鑿
I唖1

1￥l
IP-討

瀞
|,閃

l騨

驚
蕊
!ｼﾆ・

鷺
葱
韓
驫
3ﾖｰﾆ

魚

篭
職
鰯
;』

騨
器

瀞
瀞
11才：

“
・
雌
‐
柵
偲
服
職
囎
協
面
目
柚
‐
：
ふ
卵
小
祇
鯲
叩
排
卵
邪
轆
淋
鯲
州
呼
酬
帥
靴
琳
誹
郡
っ
刈
弛
郡
司
罰
謝
罪
調
郡
訓

蕊蕊灘
､IPP

剥
軸
糾
翰
判
銚
坤
謝
壗
蝿
叡
師
錨
瀦
壗
払
窮
訴
甜
論
‐
甜
・
・
評
壗
沖
料
駒
紳
＃
Ⅱ
鮴
沖
剃
‐
糾
艸
郡
紀
酬
卦
郡
咄
璃
靹
靹
刈
詮
舞
靹
璃
神
押
騨
郡
料
邦
糾
翔
馴
酬
却
糾
騨
剣
艸
鯏
刺
戟
輔
到
埼
執
謎
騨
報
酬
・
・
蛾
‐
即
認
識
野
鄙
評
糾
硝
蜥
瞬
蜘
評
判
詠
舜
＃
詳
鄭
郵
剖
副
馳

涛

譲

蓋蕊鐵

‐
Ⅱ
曲
‐

雛撚

繍

ミ
射
‐
酎
紳
刈
騒
蝉
割
轟

蝉
糾
噛
嬉
戦
境
．

樹
蝿
鰔
蝿
耀

‐
Ⅱ
凸
曲
騨
鰡
甲
搦
み
言
、

嘱
騨
芽
詳
蝦
踊
紳
弾
坪
紳
＃
別

、
七
？
凸
印
．
Ｌ
・
課
宇
・
・
‐
‐
巳
唱
、
や
‐
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐

曲
△
一
▽

鷺繍織
蟻
鱗
議熱蕊織

癖

l ll,…-
,,,-,-,,L_‐___‐-_

》
一

148－



三十吉原源氏五十四君

唾牛I''

埆
噛
哩
罫
蝉
浄
財
摘
酔
・
跨
齪
瞬
臘
蛎
搾
桶
蕪
睡
購
瞬
踊
．

岬
＃
甜
神
蝉
副
職
間
群
叫
‐
靜
料
碍
押
幡
掛
崎
、
鐸
蝿
咄
鞘
焔
許
．

鰻
瞬
縄
溌
識
織
撚
溌
職
鼬
溌
鞍
鍬
潔

職
繊
織
職
職
溌
榊
樹
御
蟻
蝉
脚
癖
解
縄
．

識
韓
鰯
餓
緯
鋤
韓
糊
樽
隣
脚
蟻
騨
群
椴
蛾
鈍

騨
蝿
韓
群
獄
縛
樹
林
掛
翰
蠅
熱
静
群
襯
騨
煙

灘撚鰯灘蟻蕊蕊議
’1,1:--1111,;,配』'''''二-''11';<I|,,二,,1,-
''''''別'''1'』'IF宅'''''1,''''''1地'''''1■''''1':

''''1唱'''''1屯■IIPH'''1｡''''''''''''''1堵'''1',

''''1＃''''1‐'11,5'''1'‐,'''1'r-q'''1'EqI''''''

'''1f-:''''“叩:','''''日''''1:-』'1'''~･''1'L’

'11,蛙IIII'二11＃ﾆ'''''''-11111'2-.11,12日-1''''-

111鰯iii職,『-,,1111『,111111,F,IIIII『,,IIIII,

総職識艤職#『

篝
へ

ｰ

心

q‘

●

胃

O~1

斗
一

一

蕊
－149－



蕊
M1リ

，,'''''5:'1'『,典'''1

'''111瀞'111弾'''11
4,1,1,才1,1,ﾚ詩1,1,

Ⅲ''111必''111'E･IIlIl'

:聯iﾘ職臘
Ⅲ''''1'ヒロ''''1'＃''''''
'1111‘‘5IlIl,坤11ﾚ

＠
曲

’

‐

喝

‐

‐

Ⅱ

脚

部

哩

附

や

甲

哩

翻

り

蹄

、

押
押
‐
牌
瞬
咄
伸
浄
脚
盤
粋
齢

騨
概
群
鰯
紳
制
斡
無
煙

謡
‐
鰯
縛
卿
鶴
織
州
辞
却

（
勗
守
・
届
斗
）

蕊
』
蕊
踵
然
鎧
樽
権
雑
朧
維
膿
焼
稗
纈
蛭

織
響
綴
榊
職
繍
溌
綴
鐸

溺
瀞
唾
織
織
鰡
醗
総
熱
織

牽
鋤
熟
叫
郷
職
識
瀞
溺
岬
縄
榊
瀞
王

録
鐵
識
樹
潤
職
職

哩
職
‐
罰
勁
蕊
・
印
城
川
靜
叩
押
叩
噛
娃
罐
穀
鴇
蝋
埋

酔
・
汁
唖
‐
剃
押
｝
職
篭
靹
牌
蝉
撰
拷
弾
縛
壗
認
鐸

■
‐
‐
畦
鞠
亘
郵
酌
‐
騨
料
泌
溌
坤
緯
蝉
幡
押
唖
拷
幡
職
亘
群

．
．
私
‐
唖
‐
．
沖
認
可
執
尋
詳
‐
叩
押
剥
独
・
亘
輔
神
醐
墨

‐
｝
‐
謂
亘
‐
芋
‐
Ⅱ
軸
押
‐
幹
Ｉ
叩
‐
戦
‐
即
職
‐
‐
外
剥
紳
蝉
唖
舜

鍋
蝕
峨
』
癖
一
繩
弘
即
辨
岬
僻
解
｝
縄
い
怖
職
‐
Ｆ
●
蝦
肘
掛
舞

診
識
群
蕊
鞆
神
郷
鰯
斡
隠
錨
矧
蛾
耗

胴
鍵
・
鍬
誌
・
斡
許
謝
熱
韓
蹴
Ｍ
醗
騨
騨
繩

・
蛭
蕪
辞
群
撚
輔
斜
織
蕪
鯵
鰯
隷
翻
詩

一
癖
露
《
繍
溌
繍
綴
懲
穂
鰯

蕊
蕊
溌
蕊

王
蕊
蕊
』
磯
織
鵠
総
蝿
纈
鶴
掴

當
・
●
鵠
轄
垂
持
群
舞
認
・
・
蝉
輯
●
幡
牌
癌
鞍
捗
閑
溌

。
●
禅
群
．
、
里
韓
弾
紳
蕪
錠
や
餓
格
群
溌
●
鰯
．

｝
・
饅
蕊
．
．
『
恥
、
謝
獄
●
蟻
鹸
癖
鰯
拭
鹸
蝿
．

宮
勤
輔
‐
‐
・
桶
計
開
斗
Ⅱ
‐
射
踊
汁
丹
職
酔
騨
亘
‐
宮
・
耐
職
制

‐
‐
・
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｒ
‐
‐
Ｈ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
？
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

亘
亘
宮
■
“
宮
“
宮
‐
．
“
亘
凸
・
亘
‐
‐
円
心
・
可
．
■
‐
凸
刷
‐
亘
凸
．
Ⅱ
‐
Ⅱ
‐
Ｉ
出
‐
詰
凸
．
‐
‐
‐
凸
即
‐
亘

群
潅
蕊
室
・
溺
槻
搦
噸
叩
職
擬
辮
維
』
蛭

斡
塗
鱒
．
罰
‐
蠅
轄
蕊
糾
緯
襯
憐
蹴
鞍

癖
篭
騨
．
溺
鐵
漣
潮
解
織
鞍
溶
懲

蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊

梼
騨
・
錨
鱈
祷
樗
】
‐
聯
惣
蛾
憾
檸
掘
錨
』
捧
偶
樽
Ⅱ
王

澁
禅
餅
・
識
韓
蹴
鞠
鰄
舘
榊
騨
翻
織
．

宮

‐

‐

宮

凸

冒

‐

、

‐

凸

冒

冒

冒

‐

冒

冒

Ｊ

Ｊ

『

『

‐

ｂ

‐

『

『

Ｐ

宮

‐

‐

‐

ｂ

‐

‐

凸

‐

宮

‐

‐

‐

Ｉ

‐

‐

‐

ワ

ワ

‐

宮

亘
靹
‐
宮
・
毎
剣
．
刈
踊
沖
科
掛
糾
瞬
評
‐
踊
料
課
僻
Ⅲ
押
唖

時
‐
肥
冒
蒋
‐
ト
リ
‐
開
‐
Ｈ
‐
Ⅱ
‐
開
山
‐
Ⅱ
‐
１
判
‐
Ⅱ
‐
ｒ
闇
‐
Ｈ
‐
Ｈ
１
開
‐

‐

即

小

誰

可

別

・

・

ｑ

・

‐

‐

‐

ｑ

許

可

宮

ｐ

Ｈ

ｑ

‐

品

￥

・

・

宮

●

理

・

‐

．

』

‐

■

哩

闘

・

・

華
翰
‐
癖
脚
・
醗
橡
鰄
燭
緯
纈
総
騨
‐
綿
．

『
言
王
朝
令
里
期
‐
湖
‐
‐
、
‐
品
‐
。
、
剖
争
、
鮎
呼
刮
’
瑚
秒
守
口
‐
’
‐
．

、
州
斜
Ⅲ
Ⅱ
群
Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
‐
Ⅱ
Ⅱ
州
紬
Ⅱ
州
仙
Ⅱ
州
州
Ⅱ
騨
州
‐
Ⅱ
‐
蝿
Ⅱ
Ⅱ
蝿

蕊 蕊
.,IIII鯉''111,:''''''2,,,11,,日'1,,,-日'''''二-F'1,,,,,,,K‘¥』''1K瞳,,,.ﾆﾖー''2．;:'1.L,ﾆーlL-ﾆﾆー,1,,,5111喀二1,1111;
日1''112E二'''''''日'''111-日''1IIL_''111日二'111',昌二'1111『ﾄﾖlll-lFl,1坪:騨熱IF:冒二,1,鞠,IL-､'111,屯,111羊､,,11F『，

■

凸

呂

Ⅱ

凸

。

｜

皇

宮

亘

亘

‐

宮

．

．

‐

亘

亘

宮

ｐ

Ｈ

出

宮

‐

ロ

リ

Ⅱ

凸

凸

亘

亘

‐

リ

Ⅱ

凸

‐

亘

剥

凸

‐

出

‐

凸

亘

●

出

Ｊ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
一
・
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
卜
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐

射
即
‐
蝿
・
一
房
‐
輔
‐
醐
等
別
“
斗
‐
趣
Ｊ
ｑ
浄
刻
‐
別
“
乱
‐
宮
・
印
‐

毒
騨
樺
肝
棒
瞬
抵
罐
紙
噂
蒋
撰
撰
群

蕊
鐵
聯
擬
織
獄
翻
鐵
購

詳
解
繊
減
溺
織
瞬
權
総
溺
総
識

癖
解
熱
織
榊
糊
幽
鰯
繰
溌
濁
解
癖

坤
群
‐
鰯
紬
憾
紳
蝉
鰯
斡
搦
駕
隣
叩

皿
王
聯
獄
銚
群
鄭
射
鏑
惣
叡
・
・
塊
豫
・
『
Ⅱ
叩

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
や
‐
咄
‐
‐
‐
Ｊ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
’
‐
必
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｊ
‐
‐

牌
群
、
韓
神
騨
嬢
粋
鯛
騨
溌
』
蹴
騨

，
芽
浮
跳
‐
認
謀
詳
斜
酔
越
‐
栩
睡
内
詠
縛
脚
押

野
封
評
剖
踊
誹
幡
梯
料
野
‐
駒
翻
料
詩
』
鰯
評

露
鮭
Ⅱ
‐
溌
観
蟠
榊
騨
瞬
睡
評
矧
鋤
鍛
蝿
総

評
静
恐
‐
尋
靹
穐
咄
賄
‐
鯉
時
翻
壗
踊
睡
・
蒔

溌
碧
溌
溌
識
蜘
織
職
織
私
溌

，
斗
謝
即
騨
‐
評
舜
酎
抽
計
蝉
糾
卦
・
軸
罰
‐
跡
課

凹
函
雨
蜘
縄
鰯
纈
撰
縄
蝿
。
十
⑭

三

里

ｂ

冒

凸

喝

冒

冒

冒

繭韓

Ⅱ
Ⅱ
搾
鍜
‐
埆
俄
群
屯
咋
‐
臘
砂
埆
艇
淵
‐
胖
侭
謀
＃
‐
恥
．

溌
鰯
翻
購
鰯
職
臘
溌
悟
職

鍵
搦
鰯
榊
職
騨
蝋
鰯
騨
蕊
騨

蝋
織
臘
綴
臘
潟
溌
》

亘

亘

凸

亘

凸

亘

亘

亘

哩

‐

宮

Ｉ

私

ｑ

‐

ｑ

‐

ｑ

ｑ

ｑ

‐

■

Ｌ

Ｉ

Ｈ

Ｇ

‐

凸

‐

凸

Ｄ

Ｊ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

凸

‐

Ⅱ

心

ど

り

Ⅱ

‐

Ⅱ

凸

・

‐

‐

蕊
蕊
溌
辮
蕊

，
沖
岸
蝉
‐
神
＃
Ⅱ
‐
騨
蝦
‐
料
坤
騨
Ⅱ
笛
‐
珊
紳
罰
‐
由
罰
、

溌溌鰯畷ji

溌謝瀞蕊
・蕊11織諏．

;M識識
淑辮織
識識醗瀞｜

辮議
戦

鍵
識
鼠，
蕊,
H':

識

150－



三十吉原源氏五十四君

……蓉癖登壼一一類

蕊蕊篝篝蕊藷
．
一
一
壺蕊;鍵識

麹

H'計

慧.瀞

礎

漿
語
詫
翻
池
詮

'『弔弓'¥'1',屯-1':，ﾆﾛﾆー,'『，E‐

錐ﾆｺ゙,,LZ-,,錘,藻ﾆー』IEILE

','『，;｡,',,,',',秒日｡,'1,『-1'Hロー
I''凸2－ﾖー'制-沖2－:'''L-ﾆー』'':

J;-動『，『，,I','ﾛーﾆ'H解■1'1塀ロー

''1*二‘'''2'1鋒･'螺-1'1'L‐

蕊蕊；

§鵜
i縄I榊罐111鯉幟‐
'1屯■:'1'H'1':号』'''1凸ﾆー■'1尋。

'I'＃H'''''1'FLI'''1､'''''1■：
III-d-IIIJIIIII--III-ｺqIII---

I戦IIIIEL‘iii職''111曲IlIIEL。

11鋤榊職I蝉I篭
11~-~11111~IJ-IP1IIII~-

§鱗溌
蝋識議
1-2､,,1,1,>,11卍-:,11,'二-1,1,,-ニー

蝿iii鰯§日:''111K目:IIlIF.：

織瀧i職聴擬:
溌鰄識鐵織
慰蝿織|砿1織

蕊§識｜

灘
ﾐ熟議*::漣:i:燭:i

‐

Ｇ

ｐ

Ｊ

屯

Ｌ

Ｆ

ｆ

‐

凸

兎

坊

Ｌ

Ｇ

Ｊ

Ｊ

‐

‐

‐

亘

伊

．

‐

凸

‐

凸

‐

Ｊ

‐

‐

凸

．

‐

■

‐

凸

‐

Ｊ

‐

‐

．

‐

宮

．

』

''L凸遥'''§E■｡''心2－才''､

:耀鍵』:輯:iiミ

,'搾二､'1'『ロー';-ﾆー ,ー';

Ii縛淋弾I蝿'iI皇

淵'蛙･''1':-』-1'1‘2－昌・''1‘日

，H'E咽'''1屯，』'''1'『』''''''

1i癖I僻i僻11影
|総''料榊朧

繼ii職瀧薙
111~-~IIIP必~1111-~-11111~
''1'E増'1':，.，1'''1＃''''1'『

11錨111鋤IIII等iii¥日

灘
iiiﾋﾆヅiii鞍IIIII認lIlI罰

1榊溌,1報I嬢
!I唖'''''2'''''1‘日ペ'11髄.

Ⅲ拝-:,,,1,:､1,1,F!Eﾐ,1,1,5,

iii:ZI蝿l職』･iii士i

ii羊』''111日』IIII鋤11職I

II群II群'111内IIIII韻I,

棒繩鍬榊iI卿

11日:』III群11鯉''''12:'1
1錨IIII贈iii錨''III群

翻職鋤鰯
IF串iii樺IIIIr･11111IIE日ii

i識11琴111¥』IIlIIE5I,

錨
輸
蝿
・
鰯
Ⅱ
淵
紳
蛎
‐
蛎
繍
聯
騨
騨
懸
●
搦
燃
Ⅱ
緯
纐
韓
州
縛
罪
帽
州
鞠
孵
蝦
輯
彬
銀
蝿
鯵
蛭
緯
弾
鰯

葱
麩
韓
函
韓
溌
鶴
鰯
斡
料
韓
蒋
溌
禰
膳
鋤
再
斡
蹴
鞠
醗
織
溌
熱
識
・
群
謝
誹
騨
謝
辞
謝
皿
剥
皿
群
醐

蹟
Ⅱ
＃
深
言
押
杙
仲
牲
浄
特
堆
孵
娩
蝿
搾
榴
搾
侭
蝿
蟻
檸
蒔
澤
抵
隣
侭
禄
壗
戦
蕊
鐙
、

脾
●
甥
操
●
甥
・
開
●
Ｆ
￥
翠
守
開
な
写
唖
寺
別
山
坤
守
呼
計
’
訓
‐
制
．
。
‐
計
凸
、
町
‐
別
、
判
‐
Ⅱ
‐
Ⅱ
‐
Ⅱ
‐
制
‐
別
‐
判
‐
町
‐
Ｍ
１

勘I雄
b---III,

曲謝『，
撰-1,|,し
謡'1嚥

難
藍撫
卒11鰯

劇l羅

魏･
{二IIIIII副
ﾆーJIlDl-

鞘::
<榊劇

剛補

輔11嫁

jlill嘱
溌IIII職

聯i§

雛
E1I1韓

識::’
'1lllllE二』

蝿緊
I』附鰯

IP－－,Ib---II1b-d-IbIP､--11,1

織蕊蝿:鶴:ili
i韓職11,f5zI,拝榊

職輝:職:i鱗ii:

雛i職雛

‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．
‐
‐
‐
Ｇ
Ｉ
宮
Ｉ
．
‐
■
‐
凸
‐
．
‐
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
ｐ
‐
■
‐
．
‐
．
‐
■
‐
酔
亘
‐
■
‐
■
‐
昭
‐
凸
粘
Ｉ
宮
■
唱
凸
Ｆ
■
‐
Ｆ
■
凸
亘
‐
Ｊ
“
凸
亘
‐
宮
■
‐
宮
‐
亘
亘
用
‐
．
ｑ
‐
‐
‐
亘
亘
ｑ
ｐ
ｑ
Ｇ
亘
亘
宮
‐
亘
亘
亘
亘

‐
‐
Ｉ
ｑ
‐
■
‐
■
‐
４
‐
ｑ
‐
“
叫
■
‐
■
‐
■
‐
ｑ
‐
‐
‐
‐
＃
‐
■
‐
．
‐
１
‐
ｑ
‐
‐
削
可
課
‐
Ｈ
１
‐
‐
‐
糊
‐
鼎
‐
山
‐
Ⅱ
‐
姉
‐
Ⅱ
‐
Ｈ
叩
‐
‐
Ｈ
１
‐
い
‐
‐
咄
‐
‐
‐
‐
１
１
‐
‐
‐
‐
‐
１
１
‐
‐
‐
Ｉ
ｒ

●日，』'1'E

-ﾆﾆ,,し

『日ZIIIIr

総蝦
』:－5'1'>

韓縦
二11F

式:雌

卓』』雑
<■:'''1'E

-54IlIや

蕊f
目』IlIII侭
承11¥
日:''111＄

啓''''1卍

:’’二
＃''1'詫

制朧
卜''''1呼

叫,11脾,

111リー'

''''111K'1

淋藍』

淋騨,

雛;』i
‘:iii錨

岸
野
壗
辞
却
無
斗
射
診
晶
唖
斗
詳
射
硝
靹
靹
蜘
計
晶
諦
糾
評
判
．

‐

叩

曲

‐

Ⅱ

‐

‐

‐

‐

‐

Ⅱ

‐

叩

Ⅲ

‐

‐

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅲ

曲

‐

Ⅱ

‐

Ｉ

．

‐

．

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

１

．

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

１

曲

‐

Ⅱ

‐

ｕ

●

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

坪

Ｉ

‐

Ⅱ

凸

凸

‐

ず

．

‐

■

‐

ず

偲

喀

凸

亘

●

秒

‐

凸

亘

Ｊ

■

‐

凸

、

‐

Ｆ

“

凸

吟

即

唯

Ｆ

〆

■

凸

亘

亘

亘

．

‐

出

宮

亘

砧

‐

．

Ｇ

亘

兄

●

言

●

■

‐

迩

品

雷

言

●

鋸

‐

恕

言

言

、

■

Ｊ

言

両

詐

迂

且

＃

言

晶

坤

’

言

、

言

Ｆ

’

言

‐

言

‐

、

‐

、

Ｊ

、

‐

、

Ⅱ

‐

剛

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

尚

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

＃

鼎

Ⅱ

、

‐

、

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

‐

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

‐

、

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｔ
岬
叩
廿
堺
阿
‐
Ｈ
凸
邑
剛
叩
、
呪

蝿
嘘
壗
境
野
洋
酎
鐸
鎧
・
拝
興
強
轄
神
謝
詳
言
戦
．

罧
鰯
樺
纐
擢
織
韓
騨
域
騨
輔
無
蝕
勤
製

縛
鰄
‐
】
・
舘
鶴
鰯
騨
騨
群
騨
騨
騨
蹴
封
諏

継
蝿
櫓
塒
枠
塊
椎
膨
縄
姫
臘
瞬
樫
』
妊
睦
好
押
壗
独
㈹
侭
掛
‐
埆
・
制
轄
・
瀞
蒔
蝉
劇
踊
尋
唖
掛
罫

，
叩
・
詞
言
翻
津
寺
悪
￥
開
’
制
■
罰
．
Ｈ
■
財
出
品
品
‐
呼
剖
’
別
言
計
寸
刮
‐
叩
甲
計
‐
別
‐
判
‐
叩
別
‐
制
‐
訓
‐
判
‐
Ⅱ
‐
‐
‐
判
‐
制
‐
別
‐
判

’

言

言

、

言

Ｈ

’

言

言

、

、

．

、

品

‐

‐

．

ｕ

閥

凸

、

鼎

呼

‐

‐

Ⅲ

‐

、

Ⅱ

町

、

‐

‐

‐

‐

Ⅱ

言

Ｊ

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

鼎

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

中

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

ｒ

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

叩

Ⅲ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

川

内

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

咄

ll

Il

F4,1.
,II

hIIIII
IIlI
IlI
lll
qII

ll，

'''''''

’111

.職
'''1'＃
'''二

,'''1屯

''11

,11'

』l’
,1,F

画

,'111,G

IIII，齢

，l~

'''''1,

轆
鵬
孵
暇
脳
佃
い
い
い
い
恥
附
脇

qII--罰
Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

ｒ

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ｈ

曲

‐

Ⅱ

‐

い

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ｈ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

ｊ

‐

‐

●

リ

Ⅱ

‐

‐

出

‐

Ⅱ

‐

リ

リ

紳
翻
紳
皿
‐
榔
纈
練
騨
騨
蝿
叩
鰯
叩
皿

具

￥

四

℃

＃

宮

代

⑭

‐

言

Ｈ

Ｐ

．

、

鼎

ｆ

‐

‐

、

鼎

守

も

Ⅱ

．

凸

咄

Ｈ

蝿
織
職
溌
感
職
御
榊
隠

‐

封

、

計

‐

Ⅱ

’

訓

‐

期

‐

瑚

‐

‐

開

‐

詞

‐

‐

‐

別

山

凸

‐

州

‐

剖

（
局
守
・
旨
斗
）

鋤F
鞠,111;日
歩.'''1:-
屯:I職

掛鞭

蕊
暘'''''日一

曲IIII胡

竃‘|,|＄
鋤11里

劇樽
副I,噌
謝L蛍

昌:'''''2：

灘甥
報,矛

騨'1曲

群11曲

榊弥
弓’’二

蝿I憩

職111;~1

*I'蜂

醗胃ﾖ]
群『;｡1

弾lllF
群IIIE

5¥'115
群11F

;511，

曲'111K’

:]』綴

III

1IIIIII
:’’二

-111

郵

昌’1~
qII

_’’2

111

』11『

熱
昌蚤'''111
心111111

国

'flIllF

鵠縦
;¥111ﾄー
､弱'''3

輪'111.

2日:』lIlL二

E熟I『I
’弱も'『’

謎'111＄
’5<'1';‐

日輪I:昌
閉1111F屯
:弓』11職

燕
11’E

*蒋

鷺蟻
､矛1，』昌一

溌
弓,二

曲』』I鰯

や2 :11’

群'1
鰯IIIII
■■

511

ﾆﾖ'''1L'
託41,『

hIlIlIl,
日IIIIIII

銃lli
陸』'''''
51，，

1』11

曲,11F

,§lIlE2,

hIIIIIE,

,111,F『
'f''1'

蝉iii#
』＊'卍

騨I曙
'’11

1閾11,,日
'11:

I11Ir1rヨ

向'''2日

I』11,1『-
‐q'き

りiii唖

IIII』龍
.，12

，弾I卍
1．－二

iii卜IE5

*,'ﾆーﾆ

I』1,,,罫

呵'''''3

':』1,日日

二』1111'L

』』』''''日
:』11

ｰ

二11’

た''''1日

111,

'1

Ⅱ
‐
Ⅱ
‐
Ⅱ

咄
蛾

叩
押
料

Ⅱ
‐
刊
‐
Ⅱ

品
曲
免

叩
仲
翻

踊
口
串

‐
Ｈ
‐
馳

計
寺
哩

Ⅱ
ｎ
曲
‐
Ⅱ

Ⅱ
燗
Ⅱ熱『

謎I
鋤
■
:』I'

,手1,1,,

壁111K’
報II
群111

日f･』11
:iii

望』』11-,
串IIIIII

5鞠'111,
埴'''''1

半''1'p
』'''

二ll

I1IIII#

弓』:1,1ﾒ
』''''1J

:4'''L

･紳,
魂IIIrI
二紫,､

燕
:蝿乱

燕

皿
‐
恥
‐
遜
皿
Ⅱ
皿
魏
‐
轆
熱
織
轆
熱
維
辨
鍛
錨
瀧
蝿
榊
錐
錨
蝿

Ⅱ

砧

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

叩

仙

Ⅱ

一

零

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

榊

Ⅱ

熱

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

曲

引

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

唖

凸
・
秒
叱
り
宮
‐
●
旺
亘

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

静

眼

‐

‐

Ⅱ

‐

lll

5IrE

ll，

･''1'写'''1'串''''1‘日･』'1'坪''1'

職灘職鋤
1'''1'＃』'''1■1'''1'P.』'''1,5増'H

瀧職職嫌
#|織職|職總111『
llllI鶴lllll5､lllIlJIlllItlIlIlI

日:IIIII勵
寸･''1ﾖ

誹瞬
嵩lIlI5

f111'12

壗
冷
叩
栂
燗
咀
需
掛

Ｍ
職
咄
神
蝉
判
掛

課
翻
津
騨
舞

叫
リ
計
ｎ
口
Ｈ
口
哩
Ⅱ

‐
酎
戦
斗
墹
酬
靹

輯
職
憾

鼻
＃
‐
■
鼬
■
尹
晶
・
謎

心
門
■
制
晶
弾
躍
・
閑

利
鞘
埆
誹
騨
酬

仲
“
宮
‐
宮
司
幹
‐
宮
Ｈ
凸
“
宮
、
品
‐

II;II
;＃
i鐵
溌鋤

戦騨職職織ミ

蕊蕊嫌

;繍
灘溌蕊
鍛識蕊識
掌織織蕊難：

蕊蕊蕊

灘溌穂
騨騨鐵鰯鍵避
溌:錘識蕊織鞭

恥
１
１

－151－



トー蕊蕊…
■F,叶引

蕊
‐
‐
‐
叩

中

司

‐

‐

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

叱

可

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

山

叩

‐

Ⅱ

山

‐

蕊繍
卜''''1':'''111増'''1

撫獅i
f'''1'E'''''1凸』'111'
駒'111報l聯Illll

蛎職
'''111曲IIIIr虫IlIlI

灘 撫
瀧
鎚
維
蝿
轆
卵
総
蝦
漫
騨
瀞
蕊
蕊
舞
燕
遂
溌
騨
溌
蕊
溌
溌
‐
鱸
繩
騨

溌醗歳砺IIf鐡露繩＃

鍵驚
Ⅲ''1‘ﾆー1IlIb日-1,#

■,l*

駈
出
輯
靹
聞
門
．

蝿
群
舛
鋤
融

、

凸

可

Ⅱ

‐

Ⅱ

‐

Ⅱ

、

‐

Ⅱ

山

中

叩

咀
罹
坤
哩
鞍
時
．

’1

（
程
『
ｑ
・
』
、
乱
‐
）

11銭』IIFL‘:日』』I式,
班屯I,班-動，配

垂
：
州
吟 ÷蕊蕊墨澤塞弓忠笥

壗
紬
学
‐

⑫

,溌鑑識
.､11'し

串IIIII

榊I

撒
辮
11，，

111

榊,
iii

雛
'11静
''1''J

1聯
Ii1iF：
111砿
l；日

'''111‘才

''''1曲I

ili1職i
1lIlI境・

'iii職1
縦ii
IIIIII串

''111曲I

洋秒
型，，配

愛
識

額I!＃

蕊蕊蟻惑篝鍵

152



三十吉原源氏五十四君

冨鱈f燕

鱗

§蕊識

鱗§＃
‐
‐
‐
‐
い
‐

｡~4111，蛾''1,,,

#職；

‐
‐
凸
亘
■
‐
ア
ト
、
‐
‐
‐

》
勝
驍
隣
睦
騨
朧
綜
陦
隣
際
瞬
驍
歴

（
屍
ｑ
・
邑
斗
）

配鴬
二.，△ヨ

:'E心

擬蕊蕊蕊鰯蕊識織畷職 N,1弾

蕊11齪

I
lIl

職
識I

蕊
臘
職
恥
干
．； I

iil織I

龍
蕊
甜
騨
粍

－153－



iii職1
‘1弾'1

（
』
④
ｑ
・
賢
）
斗
）

;日1

151

J2－:.l

‐配』'1'

~二，1

審:,!‘
蔑囎

鼎'1'E

:12
■I'詫
皇心:.

騨
爵
．
蕊
舗
韓
溌
撒

Ⅱ
１
４
１
５
１
卜
●
Ｌ
Ｌ
骨
灰
ト
ー
Ｉ
く
‐
、
‐
。
ｑ
‐
叩
止
・
季
１
１
＃
駈
副
‐
‐
も
■
け
廿
剛
砂
酎

Ⅱ

‐

朧

凸

苓

』

宮

‐

亘

苓

芋

珊

“

輔

‐

卦

‐

Ⅱ

‐

‐

‐

ｑ

‐

開

．

‐

‐

』

・

‐

‐

‐

・

目

‐

利

‐

Ⅱ

‐

‐

咋

‐

‐

亘

脹

‐

‐

．

‐

闇

■

』

亘

關

●

罰

亘

蕪
溌
繍
織
鰈
叢
鐵
錘
蕊
蛎
職

肥
‐
Ｉ
‐
押
金
秒
粥
凸
計
曲
詞
“
鶉
劇
亘
・
‐
Ⅱ
‐
‐
‐
鰯
‐
凸
Ｌ
・
粥
士
・
謂
・
・
承
‐
Ⅱ
‐
‐
‐
‐
牌
‐
．
‐
Ⅱ
‐
弾
‐
理
手

綱
Ｊ
灘
撚
銅

熊
熊
識
繁
建
灘
溌

燕
鵜
繍
蕊
溌
鍵
溌
溌
識
蝉
鵜

癖
獄
蝕
錐
錐
燕
池
榊
・
琴
醒
‐
岬
肥
』
』
詐
奉
詰
王
・
華
趣
坤
●
酔
卜
銚
辨

》
鶴
識
識
一
鍵
蕊
零
れ
銅
癖
鱗
岬

榊
悲
辮
蝿
憾
堀
癖
．
．
》
》
蕊
零
町
・
謹
み
華
・
｝
雛
誕
認
轆
干
癖

淋
識
樺
掘
鑑
蕊
岬
勢
咋
闘
獄

》

蕊
I

－154－



三十吉原源氏五十四君

灘 灘獺蕊蕊蕊蕊

舞蕊溌蕊羅蕊蕊譲
種鐇鐙燕:蕊:蕊，

灘 議
『-ﾆーﾆ'一~-ﾆー ｷー2－5－‐‐､._---,‐_-_‐

蜂~'1,,蕊姪』蟹,『謡1,露'

溌蕊#溌蕊霊感簿,蕊職諜職韓“““壁”鍛蕊掛嘩ョ
癖
弾
熱
撰
誰
・
蕊
聯
識

寒
遜
誕
華
証
｝
熱
圭
一
諏
一
辛
辛
辨
一
｝
王
舜
識
蝉
辨
榊
』
華
群
鐵

宰
哩
忠
‐
肘
‐
託
哉
‐
罰
、
守
罰
’
守
計
・
騨
醗
、
罰
守
呼
蹄
師
言
肘
．

胆
Ⅱ
．
鞭
帖
叩
咀
‐
、
‐
繩
‐
叩
Ⅱ
報
洋
邨
沖
蝿
弥
舘
勤
諜
礼
諦
Ⅱ
‐
靴
‐
却
嚥
聴
罰
録
織
料
・
坤
趨
潤
辞
纈
鼠
搦
鞠
墹
総
幡
叩
鯆
轄
叩
柑
‐
舗
椴
畑
絹
地

蕊舞鶴

;| |剛
411尹

（
ｇ
ｑ
・
圏
斗
）

門
口
‐
．
‐
■
‐
言
’
‐
■
‐
‐
．
Ⅵ
‐
円
ｑ
・
‐
■
‐
■
‐
’
‐
■
‐
円
凸
湧
■
‐
■
‐
■
‐
■
‐
門
口
Ⅵ
‐
■
‐
ｑ
‐
■
Ⅵ
‐
門
口
，
、
、
。
ｑ
’
‐
剖
呵
●
制
‐
門
口
‐
・
Ｉ
’
‐
，
．

Ⅲ''''1-:'''''1』'''1''‘9','1':‘ﾖー''1‘--''''''日』''''''一:'''''''''4-'''''二-'''''''一''''1‘_''''''一』-1'''1‘-1''''二'''''--''1'~-日11,,11,1,:‐，,l‘-,,1,㎡獣,1,F､1,,,1,印1,1,1笛,1,1,'■',

,!:i:i:冒榊;:i:縄』!:!:『,]:i:':;』i:i:蝿:i:i:i-』:職:i鋤|･胃:雛:i:i:1榊榊|:,&I:i職:ili:&榊－4|,|糊1,蠅榊ilil『:'瀞|榊憾癖

Ⅲ'''''日･』'''1'E-I'''1‘L-''''1E-l'1'F2'''''1咽-1''''二-'''''''1'ー'''''''二''11ﾆー''1'''■'''''1』'''''1.''''1'･'''''-.’'''''11'~．'，､-1,'',~,~,',,,~',,,,',','-,,',',~･~,',',L'

襯職i1職:i職職1職I蝉維~榊職1職ii織職ii職iI職職職’:職熱戦職ii職鞠職職群雛，
‘'111向IIIIII単''111t''111錐IIIIE』』'111.日.』IIIII~:IIIlI』'''11F_''111,L'''111,F目IlIIII-IIIIII,E''''111日ド111,K日'''''---,11,:1,1,12-二,,,,lLﾆﾆ111,L''11F『'''''二,1,11,『:IIIIr典,'''''1

11

凝
盟I

。

。

雲

り

●

‐

●

‐

。

、

．

‐

・

恥

。

、

‐

出

雲

。

腱

‐

干

吹

呼

畔

醒

碓

中

Ⅱ

‐

裾

‐

‐

‐

Ⅱ

‐

拭

届

雌

・

リ

隈

酔

侭

Ⅱ

瓢
鐵
鋤
磯
織
灘
懲
鵜
臘
繍
綴

熱
繊
域
織
王
肝
韓
』
・
・
緑
』
織
蝿
搦
幅
鶴
椴
撚
蝿
蝉
癖
．灘

驚
蕊
灘
》

峰
鍵
・
穰
瀞
樫
潅
稚
聴
礎
羅
繼
嬬
蕪
蕊

‐
玲
昨
枠
畦
●
畦
．
裡
凡
‐
｝蕊蕊

坐
謀
垂
一

咋
』
峠
蒋
｝
餉
醒
。
．
‐
Ⅱ
』
‐
．

鵜$購礎蛎錐溌総聡鯉鶴I

蕊§蕊篭
鍵甚鍵蕪

I蕊蕊
・蕊蝉'蕊:鎧.:鶏濁

雑

鰯
穐
騨
雛

咄
瑠
罰
認
澱

1

＃と屯1111

蟻§灘灘蝉灘難騨蕊灘騨騨騨蕊識騨

－155－



弾111堂-昌噌

PH

:q'

q'1!

璃
獅
弥
紡
囎
叩
搦
騨
輔
輔
叩
咀

＃
…

へ

画
一

、.。

■

t､｡
［Q

斗
一

簿
欝
皿
洲

紳
關
‐
“
‐
“
‐

‐

‐

‐

‐

Ｉ

⑭

￥

．

唯
獺
榊
淵

総
慨
馴

‐
Ⅱ
部
蝉
職
蛾

蹄

●

Ｊ

‐

も

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

溌騨
辮職聯
11代:1111強IIII報

ii謝蹴職
IIJIIIIIb即IIIIIIbIIII

罰一三~■

畷l
”111

癖』

蕊
一一L‐~

::曽・二；
..．:::寒く:．．

:弓霞！
…2．

蕊

琿 蜜口蕊 灘

譲

りI
や111,;､1

坤
鋼

驚

鴬 ；

…

－156



三十吉原源氏五十四君

…

認繍
剋

珊

咽

判

卿

拠

廿

‐

心

持

も

‐

も

硯

秒

‐

ｑ

伊

●

、

餌

（
四
印
斗
Ｉ
）

弓Ⅲ別牌一

灘灘蕊蕊蕊
瞬
躍

哩
咋
『

０
冊

’野
叫
帥

L蕊蕊蕊 f蕊謹…;:…鍵
IIIE･IIIIIII,',IIIII辞,IIIIr~1IIIIIIIzII,11,二,111串-11;'二日-'IIL』'11錘'14戦III

II蝿,蝿&I雑,,11蛎榊弓,'1蕊,I榊I緯l擬'''11学：'1鋤:

!,'略,1,1,K.上1,1,1,J,1,1,1,~,1,1,1,,,111,J:'11,,-,111‘1-'''1J''1':f'''1'盤'1'『
11,1.1,1,~-51,,L‐1,1,--'''12’''1‘2-1'''1':'''''''日･1'1'■1'1'『!>,'1',-,‐，-

灘繍繍

職￥

嬢
麓翰

群

閥'

11

篭謡
'’’二

lll

Ｊ
“
宮
子
み
‐
‐
Ｌ

！

撫凝議i噺‘織錨‘!‘!熱‘‘職鴬蕊蕊
二幸:。

:認

群
Ⅳ
唾

｜
I

〆へ

tC

tQ

､q”
、一

卜I

157



雫
…

弾,鋤i

，iiil鰹IIiIIL

購
岫
坤
擬
蝉
踊
附
耐
群
騨
唖
計
唖
靹
酢
罰
曄
Ｆ
場
幡
坤
押
’
‐
乳
‐
畔
部
僻
呼
蝉
墹
脚
蒋
鋼
謝
●
‐
恥
輪
誰
・
↑
、
弾
離
‐
●
駒
‐
即
酬
‐
岬
Ｈ
‐
鰯
畔
静
噛
騒
呼
弼
鮮
騨
‐
恥
鼈
穏
翻
心
導
詔
副
‐
計
‐
別
‐
牌
中
腱
能
喚
鞘
坤
粥
‐
弾
Ⅱ
‐
‐
輔
叩
謀
搦
誇
呼
許
‐
諦
別
‐
認
‐
Ⅱ
‐
継
‐
繩
‐
畦
臨
噌
呼
融
ｂ
‐
計
曲
‐
別
。
引
蝋
・

、
９
９
〃
ノ

〆
心
Ｑ
型
’
）

灘鱸驚
;#譲驚

蝋
I騨劉|鰯駕
撫||,鋒測

；
鋤III

J
I拝111,:
1唾'''1'貼

鋤￥
:'''''1'酔

瀕料
,'111樹
,,iii￥III

IIi錨I
'｣ﾖｰ僻

権,LLL二日二＄豊1,

棚4鱸雌蕊嬢

蕊
ﾜﾆーﾆ▲

超
■
■
個
粍
繊
蕊
蛎
兼
熊
淋
挫
蛎
・
瀬
小
概
覗
溌
鵬
擁
搾
蝿
‐
皿
皿
謝
蕊
・
｝
・
砺
王
湖
『
郭
班
邨
拙
‐
縦
‐
瀧
叩
・
・
・
蕊
ざ
・
・
飛
小
＃
師
撒蕊〆、[、｡｡I守、ソ ｊ
一凸

謂
’
訓
山
‐
別
‐
判

蕊灘蝿ii識織殿『職

－158－



三十吉原源氏五十四君

幸
や
縄
十
背
‐
淵
．
◇
‐
別
‐
Ｎ
‐
開

竃
§
§
＃
卿
＃
卿
，
釧
馴
謝
珊
＃
３
，
，
３

剰
訓
靴
矧
靴
洲
珈
洲
鋤
灘
謝
辨
灘
蝿
雛
郡
雛
郡
識
郵
鰯

却
皿
鞘
榊
雛
蝿
無鑑:1

．
、
鋸
・
’
・
・
Ｊ
’
伊
廻
哩
淵
『
●
Ｆ
淵
哩
な
葛
や
路
凸
な
毎
呼
叩
弗
執
乎
移
淵
句
や
Ｕ
寓
心
偶
●
㎡
Ⅱ
秒
ざ
証
●
浜
博
當
．
唖
頓
電
車
唖
浄
弾
②
知
唖
沸
當
撰
●
坤
侶
‐
．
。
‐
●
‐
咽
‐

蝿4，

訟
許
Ⅱ
鵲
唖
蝕
醸
謀
僻
無

篝
〆

笈輔

甥蕊

シ壷 露

：…
'4罫
111唖

埴急

･群

（
函
醇
ｑ
・
い
ら
￥
）

議鍵;

:

灘

'11露職
''1'罰'1'器

1，:-51,1韓

簿:ii職

罷IIli織

謝I縄I
：IIIII塀,II

r1'1':ﾆｮ''''

'1'誌J･''1'

jI溺朧

'1垂,11曲

■
鼬
。
．

群IIII＃

沖''1‘2.1

I ';IIIII=

－159－



呼
酎
平
蝉
獣
的
繩
押
倒
州
蝿
品
叩
引
謡
Ⅱ
報
Ⅱ
‐
群

ｗ
癖
韓
蕊
鞭
輌
聴
蕊
霊
感
・
凝
翻
‐
鶏
卵
漁
騨
溌
蕊
灘
鰯
溌
癖
繍
勤
報
蕊
鍔
韓
蕊
燕
料
騨
蕊
認
蕊
燕
蝉
鰯
謝
瀦
蛎
縄
砿
卿
蕊
蕊
潔
剖
蕊
韓

（
い
①
斗
）

灘j
料懲
罰獺
',鐸
:11鋤
1鑑と

蝉:1ト
鷺,IllL

;i
灘
2'蝿

蕊
驚
円一二<

識
吋■1や1

灘：

欝
綴
』l鐸I

職M
1,E-:,|'

輔ii
溌瀧

蝋
:獄
:'職

騨i

灘
蕊§

鍵

蕊§
閉::雷：
目:』_L_許

:I:目ミ
11,-5曲

1識
滅iii
熱I

F』椴

驚
llII酢11

1職i
職iリ
雛
::蝉
:I蕊
:榊

鱗i
E5－~*

3，罰
：~-ﾆﾆﾆ弓

:溌

駕:i
稗ミ
ミ'|,,Lg
■''1'『唱

111,_＊

鴬
lzIl

離
日1111必

識製

織

Ilトヨ
IIIIな

鱸

鱗

；
1'1職

（
い
』
唖
）

-~,遇
1－矛

i鵬撚雛
，,',工,',,,ﾆーH''1凸二

鯵

蕊

計
斯
心

§ ……鈴
熟

一

160



三十吉原源氏五十四君

需審爵.二2

理
脾
騨

記引
凸
◇
宮
．
亘
貼
シ

I

蛸'1'

:1,

91

:'H
畠昌

鵠
,惣一

；
3

（
い
①
酢
・
画
『
斗
）

11卍

■淵11'開'''1'鍔''''1'
円qIIIIb-qIIII，-J111￥

曲''1,睡''1,鋸,|,聡
’11K
，IIII巽 #i鋤i：

脚I轟IIL-コ 驚
蕊
蕊
一
驚

識驚蕊識議

蕊
霞

f:111侭

織
辮
識
錘

糾
叩
叩
仲
塒
峨
‐
擬
蛎
咄
坤
斜
幹
Ⅱ

蝿
燐
織
騨
騨
鞠
軸
淋

も
甲
究
・
科
尚
‐
Ｈ
‐
糾
削
‐
‐
‐
ｈ
‐
咋
‐

辨
櫛
鞠
糊
蝿
謝
謝
碓
雑

撰
鶚
寺
私
話
中
詫
‐
羽
梠

側
帳
盤
篭

露
蔦

＃:』11曲¥iii跡,I
1弾1111動q，，1-ﾆー ﾆI

IIIIIII$,11鑑,111:

識溌

－161－



,報
二1

1卜

'11：
'1＄

０
羽
‐
畢
縄
言
認
姻

（
い
『
ｑ
・
画
⑭
￥
）

顎
Ⅲ
＃
即
発
‐
垢
‐
梠

』 |；
''''1寺
,1,1lx

,,噛酢

＃
錨患 蕊

言
’
、
蝿
、
‐
‐
‐
‐
‐
Ⅲ
‐
腱
‐
Ⅱ
‐
‐
‐
●
粘
凸
’
言
’
、
‐
‐
‐
‐
‐
ｂ
‐
■
‐
咽
‐
■
‐
■
’
４
言
‐
．
．
‐
・
‐
■
‐
■
田
．
‐
、
‐
‐
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

＃
旧
…
…
篭

綴‘

＃
…蟻．L、
,',L出,1,,屯-11,'''’1，－-''''二，

職職鐡塞
r-IIII弘

吋'111畦
￥
羽
‐
Ｔ

牌
命
歩

;

灘
11-別'1'E
'二112

’''''1喝'''1
11--拍1111

灘
鷺鶏

観
鼬
‐
侭
Ⅱ
‐
開
’
縄
門
‐
Ⅱ
‐
柵
や
侭
粥

職欝
I,

蕊 蟻
hIIL－－

… 鶏

－162－



三十吉原源氏五十四君

仲
少
踊

；（
腸
ｑ
・
培
斗
）

鱗 |：

163



．

‐

ｑ

‐

申

鼻

Ｉ

‐

‐

‐

‐

Ｄ

Ｐ

叫

（
い
④
ｑ
ｏ
ｍ
Ｃ
斗
Ｉ
）

‐
岬
Ｆ
Ｆ
甲
雫
叱
馬
頚
卜
服
蛎
瞳
儒
雌
‐
如
噂
桝
鞠
甜
聰
僻
縛
咄

謹

Ｊ
Ⅱ
‐
Ⅱ
‐
Ⅱ

－164



三十吉原源氏五十四君

‐
‐
■
‐
猫
‐
■
‐
砧
‐
胆
‐
．
’
‐
甥
脚
か
イ
エ
‐
‐
凸
‐
‐
‐
‐
●
．
．
‐
’
‐
・
‐
Ｊ
ｆ
℃
。
、

剖
臘
擬
蕊
鷺
驚

熟
鵬
職
釧
瀧
織
品

靴
榊
懸
凹
織
軸
咄
辨
権
砿
熱
》
泓懸

I
’
言
’
・
・
‐
■
‐
．
。
‐
‐
Ⅱ
‐
‐
‐
‐
‐
Ⅱ
‐
‐
‐
蝦
●
Ⅱ
’
，
言
Ｌ
円
叱
■
‐
■
‐
町
ロ
‐
叫
日
・
叱
凸
。
、
誤
調
停
巽
傘
や
缶
‐
町
‐
’
、
‐
町
‐
寺
’
心
野
◇
唾
穿
蝿
背
，
言
ｂ

Ｇ
つ
ｑ
・
望
．
牛
）

：
＃

M－dJ

蕊
鰯

篭
．
壌
．

‐

・

・

．

・

・

ｑ

‐

‐

Ｄ

宮

・

‐

‐

：

．

‐

■

‐

・

と

‐

・

・

・

・

可

．

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

・

・

・

ｑ

‐

‐

宮

‐

：

。

‐

．

‐

■

‐

“

・

‐

‐

・

‐

、

‐

ト

ー

Ｊ

・

“

’

・

・

ｉ
冒
冒
凸
‐
‐
州

'1',謎

q-~二b二

蕊
難

…箪鍛＃識
醗
唖

1,1.:4,1,諏11,辞11,歩郡,蛾111識'1,『‘:品･目‘1,蹄:'''1,L‐

イハノー

一LCD



拙
胖
判
神
Ⅱ
哨
駒
‐
・
・
封
諭

薙
輔
識
執
榊
辨

Ⅱ
‐
削
‐
Ⅱ
‐
軸
Ⅱ
‐
開
‐
腱
中
弼
も

桝
侭
料
掛
舜
鄙
熱

怖
樵
蟻
撰
鰯
蹄
軸

群
群
舞
副
詞
謝
辞
封

￥

‐

■

罰

．

・

・

圏

・

到

哉

‐

淵

‐

町

‐

劃

’
ず
閥
’
淵
、
‐
．
‐
、
Ｈ
‐
Ⅱ
山
‐
Ⅱ
‐
甲
叩
叱

謝鋤鰯11

:i:職'錨'1：

策l心矛''1岨口上''1や''''3:'

臘蕊驚
職鱗§鑓
'1騨上IL'群I群虫:11職iii

i綱ii嚇職獄i1

臘職職緋
,1,1,&I,1,,-51IPI,,',1,觜-,1'_

:’1

I
｜,胃

§
鯉I』

穆
溺i
,,F55Il
罷日-111

魁ﾆｮiii

軽Il
ll『1

-,,IL1

到
;:到

創
韓｝

柵
‐
Ⅱ
Ⅱ
‐
神
洋
冊
料
Ⅱ
＃
Ⅱ
悌
叩
叩
制
璃
牌
叩
臘
．

辮
轤
溌
耀
獺
騨
摺
識
雫
．
必
榊
擬
艀
純
緯
際
独
溌
錨
鉢
然
‐

鱗
蝿
蝿
蝿
》

派
婚
蝿
媚
瞬
掛
帰
郷

淋
鯉
叩
繼
瀞
蝉
織
溺
】
】

（
曽
守
・
駕
斗
）

#

灘識識
:鱸』'::,鰯:::罰:i:::識:職篭織i

，'1,''副111'~-:､I'''L二'''''--二･''一_ず',~-~-ｺ-.','

i:i職i職:!.:職.鍔職溌熱!i:

iI職織醗総職織聯
''11,:IIII職IIIIIEE』'141日｡』IEI蝉』11樫IIE§111k

緑|幅I瀧.1,種,織I榊均,鰯

､Ii,iii鱈11蕊11鰯I鱸,iii擬'1111,KE冒一

擬'11噸'1&謀,鈍111錘報:¥1,1,,',IE宅

'，'--','垂-,--盃-.

,1,1,,群1K‘母'11孵111,

-

縦.瑚I認I蹴鞠

,','鵠'1'1'E-',1-号,'1'E,

溌
鱗
癖

咽
哩
淋
蝿
溌
織
簿

輝
輔
蝉
樗
騨
撰
禺

伸
叩
Ⅱ
＃
昨
＃
却
墹
跡
部

辨
織
織
榊
轆
軸

幡
瞬
浄
溌
蝿

畑
総
幡
齢
罫
蝿
熱

簿
瞬
鰯
鱗
撫

膳
稗
据
蠅
蕊
韓
識

癌
叩
劉
『
騨
封
熱
榊
聯
皿

‐
開
‐
１
淵
‐
牡
‐
牌
‐
桃
■
開
凸

幡
榊
憾
榊
輔
桝

九
‐
堀
裾
鰯
溌
瞬
騨
即
鞍撫

騨
溌
騨
識
熱

幣
耐
麟
燃
蝋
琳
霧
婿
蝋
縦
礁
・
癌
藩
》
唖
蝦
祁
悠
職
辱
揖
擢

識’
1屯＊''1

1ﾄー榊
勘IliIi
鋤!＆
､-ニミ''1

1弾IF
睡峯

鍵
職蕪
蕊.蕊
層.鍔
ｵーﾆー弓一

韓i，
,識,I

聖,1,1,'
弓呵,1'

』11'

~’1『
ﾐ'''1'

:IIL

*''''3
’』IL

‐
Ⅱ
‐
Ⅱ
‐
Ｔ
Ⅱ
‐

甲
守
闇
心

咄
叶
鯉

排
“
野

紬
紳
堺

,''''1'』･1'IIE幹''1'‘-矛'11'ヒロ:'''1'糊

166－



三十吉原源氏五十四君

蕊
~i

引

倒
心
FII

謹蕊灘… 二11卜

慧 議蕊議
灘蕊蕊鍵蕊

P1IlIi’

;灘驚蕊蕊籔
謹
蕊
織

…
群

轆
織
職
舩

辮
齢
燃
訓

鰯
騨
謝
郷

‐
‐
刊
‐
Ⅱ
‐
咄
Ｊ
腱
ｂ
牌
‐
『

搾
雑
鋪
蝿
榊
討

雑
眠
評
紳
Ⅱ
叩
臘

（
路
守
・
困
斗
）

鐸
蕊

篭
・
賑

淵
心
配

Ｔ
Ｆ
１
ｂ
言
・
‐
ｉ
ｆ
；
１

職#蕪燕識職域蕊
’'111,,弓'''11：
''''1'''判,'

や齢逝.,；

鯛！
'割.職i串
口UUIIIII程IIfq‐

…

‐
‐
‐
い
‐
‐

f
qIIII凸叩Iか

蕊議 鴬
鍵鍵灘鱗鱗鍵鍵鱗織鱗

灘i:轤漏1鐸||黙榊織職i蝿郷榊職iii蝿i織騨iII職|繩録観’識;熱鰯’篇'1-群撚織,嫁'’11剛1噌榊琳蠅I総’鵜1＄

可ハ序

一上りイー



＃

‐
■
埼
伊
雷
’
州
●
．
’
ｊ
’
宮
口
粘
凸
’
齢
’
や
◇
宮
口
幸
■
．
，
鮎
‐
顎
少
◇
、
胆

（
い
⑭
ｑ
・
四
吟
斗
）

職雛
'1,1,1,亀''11職lIIl式
H'11『1日'111'＃''111';･ニ

町

“

割

‐

圏

“

門

寓

“

冒

蟻

唖
玲
部
領
蝿
挿

“

封

・

罰

凸

．

。

■

肘

‐

酎

粍
咄
職
牌
弾
野
．

‐

‐

Ｉ

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

Ｊ

‐

‐

‐

叱

心

凸
中
粥
中
、
蹄
二
目

牌
呼
浦
言
闘
蕗
．

￥
閲
な
零
牌
坤
脹
．

牌
●
叩
‐
呼
糾
心
騨
．

や
り
．

Ⅱ
‐
Ⅱ

織 灘
蕊驚蕊鍛蕊溌溌鍔蕊識聯灘蕊

蕊',：

蹴

蕊
‐
亘
凸
秒
酢
．
Ⅱ
‐
ｕ
‐
丹
噌
１
口
Ⅱ
‐
哩
即
‐

‐

‐

‐

‐

ｑ

‐

．

Ⅱ

‐

‐

‐

‐

‐

‐

Ｉ

Ⅱ

‐

射

’

訓

‐

斜

、

罰 蕊蕊蕊蕊
鼠識識
盃－_争舎_-ﾆー:.44‘‐

溌蕊
鶴溌
llIl職11機111曲

蕊瀧

霧|鍵
』’二

P-4IIIIH

1＃1,1,I

IE4IlII1

llE:』111F

幟
総
聡
塀

蝿
辨
織
職
謎
．

品
ａ
Ｎ
Ｈ
軽
‐
、
ｈ
’
・
・
型

鴬

鱗
|鵜lll繍繍鶏

轟

弗

器

蒋

‐

‐

侭

‐

蛙

言

‐

‐

‐

‐

‐

凸

撰

‐

‐

‐

Ⅱ

鶴
然
蛾
瞬
仲
城

峨
踊
蝿
綴
纈
蝉

蕊l聖

1号

I;

l*
旬

168



三十吉原源氏五十四君

哩
睡
も
、
恥
．
射
輔
。
‐
踊
跳
中
午
跳
躍
岡
噂
罰
‐
別
‐
剖
小
恋
心
淀
‐
牌
坤
剥
職
軸

（
置
赴
・
韻
斗
）

f,1,|,l

111

懲溌濃灘難羅
,qIII酢』

尚'11曲

期
凡

：

眸
龍

'1.'1'姥'''1

別'1'衿''1'

，'''1'勘'''''

'1,11F錨I&

''

1。

欝籍灘灘繍灘灘灘蕊鱗鱗灘鱗織蕊

…

－169－



.|

酌

§

門
伊
甥
蝿
到
●
刻
鯏
１
釉
‐
Ｐ
階
‐
，
繩
‐
胆
‐
卍
曲
．

（
い
、
酢

窃
斗
）

￥

龍
亘
牌
■
叩
凸
‐
坤
出
・
内

な
￥
謡
型
料
、
科

‐

‐

Ⅱ

‐

開

‐

糾

侭

．

醜

‐

別
翻
剣
壗
淨
搦

痔
唖
坤
趣
Ｉ
輌
酬

溌
熱
熱

維
鴬
爵

戦
難
境
跡
群
平

群
粍
梯
搦
洋
咽

纈
朧
韓
謝
伽

哩
臘
瀞
辮

』
潮
射
紳
‐
Ⅱ
Ⅱ
酬
罰
雨

溌擢1腱

懸
一_,,,__｡,’凸'11欝織瀧識鍵蕊識識鍵 ubIP面

－170－



三十吉原源氏五十四君

一 一……蕊蕊… 蕊

（
患
ｑ
・
弓
斗
）

ff;
職職1ミ
I~''112牛''1':.I

;･'111軒111職l

:''''2:IIlI鋤

’111

Ⅱ
‐
ｒ
Ⅱ

役
ｂ
Ｌ
‐
ｂ
ｅ
暉

粋
識

睡
・
『
騨

坏
勤
翻
“ 桝

識
塞
群
蕊
蝿

,,~"･'盆錘討-.章
一一---』'1---,1-口-口-,,1Pに11114

鍵
識
灘
辮
織

騨蕊辮鱗騨騨鍵鋳蕊響蕊蕊…辮欝識癖瀞 響欝蕊需辮

イ局司

.L／上一



蕊爵譲需篭蕊… 》

（
亀
ｑ
・
務
斗
）

蝿
、
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
‐
Ｉ
俳
幸

-_玉ニー

ヘ､謬蕊津3
,l:

’’:や

11'鯵

'1

議灌 灘
,彫.,

－1ワワー
ェJ宮



三十吉原源氏五十四君

一＄墓萎獄.鋼.1.1.噺.1.1.:....､蕊鎚.潅:艤鰐.鷺.鋤雛 ，”,｜,”,崇鶚j認÷:.!職驚韓!i藍舞当･』露:.!･器･』¥琴澤溌幾灘.鶚職難癖蹴則職職職撫1雛識撫鑑識郷:¥:::勤建

壬

＄

唖

４

４

尚

仇

北

‐

胆

：
Ｆ
全
く

（
麗
呼
・
路
斗
）

… 一 ；
1,,1,卜弓･I,蝿織織Ii癖i榊瀞li紳減11職

1句口

－－1/d一



饒
騨

礎

翌

垂
燕
穿
蕊
窮
蛎
騨

■

‐

・

■

‐

■

‐

■

冒

冒

ワ

ロ

‐

■

‐

４

‐

■

即

４

馬

■

ず

■

し

⑫

（
＄
ｑ
・
ち
斗
）

鷺蕪謹蕊

－174－



三十吉原源氏五十四君

（
色
守
・
虐
斗
）

雛f

蕊
,:懇

●
必
Ⅱ
凸
Ｌ
‐
宮
．
噌
凸

鳶

蕊燕:ﾐ:::1増:,,

潔鰯濤:諜

篝

－1ワ貝一
上Uu



驚
蝿
総
穆
溌
識
蕊
灘
媚
雛
獺
．
溺
蕊
謹
蕊
惑
蕊
燕
蕊
輪
卿
鶴
鞠
撫
騨
蠅
蕊
鐵
識
輔
識
蕊
轆
蠅
雛
榊
纈
耀
総
螺
蝉
騨
槻
鐡
熱
擁
鐵
翻

妬
‐
■
分
り
県
印

仙
鞠
Ⅱ
蝉
咽
恥
蝉
誰
鞍
篭
轆
肌
睡

（
と
ｑ
・
怠
斗
）

弓ﾆﾆーﾆﾆﾆー2-二二審蘂二さﾆｮーL‘2－ﾆﾆ.-N‘2ﾆﾆL2－2二』-Hﾆﾆﾆｮ'錘爵
－才二

蕊
驚
難
謹
職
蝿
蕊
蕊
蒸
篭
鱒
凝
鵜

I鰊
｢:職：
,『‐弓'
’’’－19

職:

梠

‐

梠

‐

財

梠

Ｉ

閃

‐

時

淵

典

“

乱

亘

寧

“

弾
Ⅱ
…

燐
’:L

蕊

蕊
ワヨ1,円口

懲 識録蔚識熱懇議…蕊
、
４
弾

－176－



三十吉原源氏五十四君

‐

‐

■

１

１

利

口

１

４

．

＃

代

ｂ

Ⅵ

‐

守

制

利

用

‐

■

‐

。

出
Ｊ
４
由
宇
郡
‐
門
町
伽
’
い
い
△
、
＃
４
町
、
．
‐
‐
此
‐
１
心

（
念
ｑ
・
畠
斗
） ⑪-

曲
凸
唖

蕊§

I灘;蕊溌蕊熱

－1ヴワ
エイ0



'…壷悪蕊惑燕鯨尋悪＝奉蔦轟蕊尋雪悪一命燕録 蕊騨蕊
''1'Z'1','1士1'1'群',',Lﾆニ

購 韓

鱗
蝿
鱗
蕊
鶏
識
鱗
鵜
殿
鱗

ま瀧鵬職織
潮11鋤|域|漁li緯il

鱗驚

‐
蝋
Ⅱ

驚
,;1癖
''ｷー曲』'

111輯III
E計蝉11

輪弓‘F1

露,亀,

*鑑

蒋i
LE55

閃
踊
鯏
津
窺
群
剥
鰯
娚
唖
鰯
却
革
か
凝
禮
．
Ｆ
‐
．

鱗

Ⅱ

|lトヨ

I::iリ
暇:『

瞳

Ii
（
心
⑭
守
・
心
心
斗
）

戦11'‘L

:議溌溌諒溌撚 瀧繍
咋
蒋
汀
謀
壗
託
芯
盈
．
・
顎
隈
甜
鞍
齢
辱
嘩
串
酌
侮
馳
哩
娩
。
拝
酩

蕊芋.:'‘’

串
洗
濯
蕊
識
識
聯
聯
輔
騨
鯲
篭
卜
溌
輔
輔
騨
蕊

撰I

螺

牌凸'1

i'i･I職蹴り聯鐡燃

ﾘﾘ瀧蕊態 i鍵:郷:瀧熱窯錨織織蕪蝿雛蕊職i雛蛎.';:､職燕雛瞬.!“蝿種鍵錘盤翌雀盤凝蝿淫.::::.::鰯蝿箪騨織蝿:雄遮#蕊騨蕊;縦:蝿錘

－178－



三十吉原源氏五十四君

（
心
吟
守
》
・
心
印
斗

－179－



望
亘
一一寺声

。
一一一

宮
一一一詳

（
急
ｑ
・
急
斗
）

-1F

識舗織鐡識

議
蕊蕊
#撫雛

'''1弾''''''''''1';｡1'1 蕊
頓

也

可

鴎

罰

●

蝿

可

亘

叩

馴

◇

律

刈

串

．

■

封

‐

町

‐

謝

亘

‐

‐

閥

亘

４

門

Ｈ

・

ｑ

、

寡

・

・

：

亘

名

宮

・

亘

・

△

宮

．

宮

‐

宮

．

亘

・

・

‐

・

‐

亘

凸

：

‐

・

亘

‐

Ｐ

Ｇ

・

‐

宮

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

・

‐

‐

‐

・

可

１

．

．

４

ｑ

‐

‐

‐

‐

．

．

ｑ
‐
ｑ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
凸
‐
‐
：
‐
‐
‐
凸
亘
亘
亘
屯
凸
亘
亘
Ｆ
ｐ
・
亘
・
・
‐
凸
亘
亘
亘
亘
‐
・
‐
‐
‐
・
‐
亘
亘
目
亘
亘
亘
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・
・
‐
‐
‐
凸
・
‐
．

．
瀧
溌
溌
溺
藤
藤
麗
蕊
醗
鞍
鞍
鞍
溌
擬
撚
齢
震
齢
僻
臘
聡
霧
篭
か
毬
恩
愛

ど題二二亨今斡苓；
停一-,ず守‐零畳

Ｈ
Ｐ
砧
‐

識

封
｝

識；
§蕊鍵

鰯
唆溌

鍵
・
鍛
鱸
癖

… 懸鼠燕磯患蕊織総…撫
二｡',',凸托''話，.，△，日

－180－



三十吉原源氏五十四君

託
言
舘
野
鶴
‐
型
‐
料
‐
刈
瞬
‐
』

鐸
騨
撫
擬
遥
詳
蕊
蕊
簿
騨
諜
蕊
蕊
蕊
謹
謹
蕊
蕊
蕊
蕊
憂
憩
識
蕊
識
‐
弾
卵
篭
謂
韓
蕊
蕊
燕

（
吟
⑤
守
。
』
『
￥
）

薄
薄
蕊
騨
謬
騨
騨
罰
劉
獺
‐
鞭
椴
。
．

Ⅱ

‐

叩

‐

昨

‐

咽

吟

桾

命

・

罰

朧
纈
操
唖
騨
蝿
融

唖

‐

唯

岬

酔

朧

‐

皿

叩

》

』

鍼

幟
搾
憾
掛
認

斡
騨
騨
鰯
溌

亘
窮
Ｆ
■
鶚
⑬
工
瑚

・
舛
剖
凱
興
謹
・
、
‐

‐
‐
‐
‐
‐
‐
凸
‐
‐
‐
‐
‐
・
・
・
・
心
．

－181－



細
謝
叩
騨
Ⅱ
醐
熟
叩
醐
‐
説
●
・
蕊
．
謹
蕊
蘇
肥
印
・
顯
聴
叩
轆
淋
螂
総
獺
‐

副
羊
甥
峨
認
な
猫
幸
鑪
露
瀞
琴
歸
薄
搦
璃
坤
鞠
掘
沖
蠅
沖
偲
鞘
抑
瑚
劇
淵
和
塀
蠅
禰
◇
印
◇
４

（
心
司
ｑ
・
心
、
斗
）

職
1灘；撫職
'11.．総騨i職『･撫

宝一'『可■二、''日-?11品。IG-理’『￥1

篭:職i難藤辮
蕊識i識職:燕::職

蕊＃

hPV

Hllll識鰹''12

灘唱識
薯
群

;灘

Ill:!|:I
排l'L･
にq4啓二

咀
緋
ｗ
舗
叩
呼
蠅
副
叩
叩
鍼
叩
叩
熱
購
‐
糾
蛾
課
群
舞
露
蝿
心
椴
騨
州
粥
棚
叩
繩
叩
牝
剃
叩
淵

ilil隣

蕊
溌臘

蕊鐡臘
,巽,1,1と

l識縦

：，別

宮
澤

蕊
辮
溌
蕊
蕊

丸
４
電
予1111蛾,11,F;ﾆー:1112二

雄

溌 識鱗溌鷺

－182－



三十吉原源氏五十四君

別
‐
叩
遇
屯
胡
副
労
郡
や
、
‐
￥
肘
眼
‐

（
島
野
・
お
斗
）

183－



踞
言
，
伊
者
、
●
枅
唱
’
‐
■
‐
■
咄
。
‐
■
‐
・
枅
・

堀
野
年
鵠
戦
野
露
酎
碍
鄙
盈

騨
蕊
韓
心
韓
踊
錨

二1

5汐

＃2

二里

凱
溌
軸
蕊
翰
弱
・
鯛
蕊
濁
蕊
却
熟

（
も
ｑ
・
ｍ
Ｃ
斗
）

！

!','&日』'1'粥!;’

184－



三十吉原源氏五十四君

毒悪罵意 F哩詫謹錘鍔厚｡､､q李翫⑰¥辮瑚騨謬罐罵 溌驚簿．
,,'排』'1'',配』'1'『屯､1-''1

告
霊

愈
咀

1

1
Q-－、、f》

｛
＝

6叫街
一
》
望

詳
豈
乱
軋
蝿
刊 ?こく式号f竜､F言

/教デ､〆爆ふぅ、 t"f勺九一､』

鐸も㎡■

ｒ
Ｌ
、
狂
子
・
・
、
》
も
争
唾
ワ
、
謀

，
畠
基
駕
魂
署
．
嘆
韓
鐸
輻
穂
鴛
・
・
銀
妙
鶏
鞍
彌
羽
湧
巽

□
発
き
此
ロ
イ
・
・
‐
‐
・
顎
・
‐
静
署
聖
暫
唱
計
丸
；
、
駐
巴
、
・
・
０
国
Ｊ
‐
．
‐
・
‐
迅
宙
■
暘
司
ｑ
’
匡
屯
。
、
己
喝
喀
孟
軋
＆
、
貼
争
子
、
配
■
ざ
目
．
Ｆ
、
Ｊ
３

４
屯
Ｆ
言
ゼ
ロ

（
、
ｏ
可
。
、
』
斗
）

鑑識譲
灘鱗脅
.”甑鱈覗墓’’

噌鮒"#蕊蕊:蕊

iliIE'1'i鋤I鮒11癖11路

；

鰯
騨畠

驚Ⅱ

》
￥
埼

豈
ご
・
・
・
．
・
・
・

伊
孝毒

詮1

Ｉ
篭

・
・
冬
弓
‐
ｑ
“
唾
主
子
・
３
２
８
．
０
Ｆ
ｆ
“
ｎ
口
邑
口
・
ヴ

i
無

'的,

..､画嘩邑扱...‐,乱袖郵挙な角一二，.…F昌古ﾏｰｰｰ.-号5℃E計ﾆｰｰｰｰ…

－185



騨簿＃
:'詫呼1,『’

蕊
篭織，
蛍鞆FrII
塚,ｼﾆーﾆ零'
:':⑭''1'『’

篭蕊
蕊
､_'－，＃罰'

;4綴Ii

擬
識
詳，,，託』1｡l

：,癖1,,1
.ﾜー ｰー ｰー 恥,

#蕊．

…－篭:.::.'･零唖::::野:』:.::::.．:..．::~,．':::．.:.::雛.‘･』:.,澱螺:L曹鑑鴫j琴皇:.:.¥:::』::':種,,弓冒._,き:::』.::．:塾‘...ミ．．』:.．
-=一品一免吾－1b－，，b，，I-qbP-，Pb1,.1

’
（
削
諏
筒
で
）

露 ■
￥

蕊調
没
‐
洋
批

辮
蕊
溌
溌
鱗

可:

.19

蕊
（
ｑ
胃
ｑ
）

認
:|一目弓
::ﾆﾆ1
顎』11

静
熱
:IE

田,1日
:112ヨ

鞍
報I
tlI

鮒

iii1，
.陸
誰日

患
削
FlIl

齢
11

:i

霞
EqqI

蝉
榊
瀞
蝿
蝿
鍛
蝿
癖
鍛
蝿
鋤
鏑
蝿
鍛
鏑
緬
蝿
鍛
蝿恩蕊蕊

－186－



三十吉原源氏五十四君

譲
譲
蕊

（
胴
鰈
鴬
）

繕

雷
↑

－187－


